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	Mycは、細胞増殖、アポトーシス、そしてヒト腫瘍の発生に関与するプロトオンコゲン転写因子です。成長関連遺伝子の転写を活性化すると考えられています。DNAに非特異的に結合する転写因子でありながら、コア配列5'-CAC[GA]TG-3'を特異的に認識します（PubMed:24940000, PubMed:25956029）。成長関連遺伝子の転写を活性化します（PubMed:24940000, PubMed:25956029）。VEGFAプロモーターに結合し、VEGFAの産生とそれに続く血管新生を促進します（PubMed:24940000, PubMed:25956029）。体細胞リプログラミングの調節因子であり、胚性幹細胞の自己複製を制御します（類似性による）。 TAF6L と連携して、RNA ポリメラーゼ II の一時停止解除を介して標的遺伝子の発現を活性化します (類似性による)。
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	(1) HeLa細胞溶解物、(2) カリキュリンAとオカダ酸で処理したHeLa細胞溶解物におけるPhospho-c-Myc (T58)発現のウェスタンブロット分析。

